
(57)【要約】

治療が困難な身体の部位のための接着包帯であって、実

質的に液体不浸透性の裏当てシートと、裏当てシート上

に塗布された感圧接着剤の層と、この接着剤層と同一の

側で裏当てシートにくっつけられた吸収島状部とを有し

、この島状部は、裏当てシートの接着剤塗布縁部が島状

部の周りに延びるように裏当てシートよりも面積が小さ

く、島状部は、裏当てシートの中心からずれていて、包

帯の形状を変え、それにより身体の部位に対する包帯の

適合性を向上させるよう部分的に取り外すことができる

広い縁部をもたらすようになっていることを特徴とする

包帯。本発明は、仙骨用包帯に特に適している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
接 着 包 帯 で あ っ て 、 裏 当 て シ ー ト と 、 裏 当 て シ ー ト 上 に 塗 布 さ れ た 感 圧 接 着 剤 の 層 と 、 こ
の 接 着 剤 層 と 同 一 の 側 で 裏 当 て シ ー ト に く っ つ け ら れ た 吸 収 島 状 部 と を 有 し 、 該 島 状 部 は
、 裏 当 て シ ー ト の 接 着 剤 塗 布 縁 部 が 島 状 部 の 周 り に 延 び る よ う に 裏 当 て シ ー ト よ り も 面 積
が 小 さ く 、 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー ト の 中 心 か ら ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ２ 】
島 状 部 は 、 １ ｃ ｍ 乃 至 ８ ｃ ｍ だ け ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ３ 】
接 着 剤 塗 布 縁 部 の 平 均 幅 は 、 １ ｃ ｍ 乃 至 ６ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求
項 ２ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ４ 】
裏 当 て シ ー ト は 、 実 質 的 に 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３
記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ５ 】
裏 当 て シ ー ト の 寸 法 は 、 ５ ｃ ｍ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ６ 】
裏 当 て シ ー ト の 寸 法 は 、 １ ０ ｃ ｍ 乃 至 ２ ０ ｃ ｍ × １ ０ ｃ ｍ 乃 至 ２ ０ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ７ 】
包 帯 は 、 仙 骨 創 傷 用 包 帯 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の う ち い ず れ か 一
に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ８ 】
裏 当 て シ ー ト の 少 な く と も １ つ の 縁 部 は 、 非 直 線 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
請 求 項 ７ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ９ 】
裏 当 て シ ー ト は 、 少 な く と も １ つ の 対 称 線 を 備 え る よ う 形 作 ら れ 、 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー
ト の 対 称 線 に 沿 っ て ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の う ち い ず れ か 一
に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ０ 】
除 去 さ れ る 可 能 性 の あ る 領 域 は 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 中 に 指 示 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ １ 】
接 着 剤 縁 部 の 最 小 幅 が 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 中 に 指 示 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ２ 】
島 状 部 及 び 接 着 剤 塗 布 縁 部 を 被 覆 す る 少 な く と も １ つ の 剥 離 剤 塗 布 カ バ ー シ ー ト を 更 に 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ １ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ３ 】
包 帯 の 互 い に 反 対 側 の 縁 部 を 被 覆 す る ２ つ の 縁 部 カ バ ー シ ー ト 及 び 縁 部 カ バ ー シ ー ト 相 互
間 に 延 び る 中 央 カ バ ー シ ー ト を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 接 着 包
帯 。
【 請 求 項 １ ４ 】
包 帯 は 、 無 菌 で あ っ て 包 装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ３ の う ち い
ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ５ 】
創 傷 用 包 帯 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ４ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 創 傷
用 包 帯 を 準 備 し 、 次 に 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 か ら 一 部 を 除 去 し て 患 者 の 部 位 に 対 す
る 包 帯 の 適 合 性 を 向 上 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
包 帯 は 、 実 質 的 に 矩 形 の 仙 骨 用 包 帯 で あ り 、 島 状 部 は 、 矩 形 の 短 い ほ う の 軸 線 に 沿 っ て 位
置 が ず れ て お り 、 切 込 み が 、 短 い ほ う の 軸 線 の 付 近 で 広 幅 接 着 剤 塗 布 縁 部 か ら 除 去 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 接 着 包 帯 、 特 に 創 傷 用 包 帯 に 関 し 、 特 に 、 仙 骨 及 び 治 療 困 難 な 身 体 の 他 の 部 位
の び ら ん 又 は た だ れ 及 び 潰 瘍 の 治 療 及 び 防 止 の た め の 仙 骨 用 包 帯 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
接 着 包 帯 は 、 創 傷 の 治 療 用 と し て 知 ら れ て お り 、 か か る 創 傷 と し て は 、 潰 瘍 や 褥 瘡 （ と こ
ず れ ） が 挙 げ ら れ る 。 接 着 包 帯 は 又 、 無 傷 の 皮 膚 の 保 護 の た め に 無 傷 の 皮 膚 に 当 て ら れ た
り 活 性 薬 剤 の 経 皮 投 与 の た め に 用 い ら れ る 。 典 型 的 な 接 着 包 帯 は 、 い わ ゆ る 島 状 包 帯 で あ
り 、 こ の 場 合 、 吸 収 創 傷 包 帯 材 料 の 狭 い 領 域 （ 島 状 部 ） は 、 接 着 剤 が 塗 布 さ れ て い て 、 好
ま し く は 微 生 物 に 対 し て 耐 性 が あ る 裏 当 て シ ー ト で 支 持 さ れ 、 か か る 裏 当 て シ ー ト は 、 島
状 部 の 周 り に 接 着 剤 塗 布 縁 部 を も た ら す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 発 明 は 、 接 着 包 帯 で あ っ て 、 裏 当 て シ ー ト と 、 裏 当 て シ ー ト 上 に 塗 布 さ れ た 感 圧 接 着 剤
の 層 と 、 こ の 接 着 剤 層 と 同 一 の 側 で 裏 当 て シ ー ト に く っ つ け ら れ た 吸 収 島 状 部 と を 有 し 、
該 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー ト の 接 着 剤 塗 布 縁 部 が 島 状 部 の 周 り に 延 び る よ う に 裏 当 て シ ー ト
よ り も 面 積 が 小 さ く 、 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー ト の 中 心 か ら ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 接
着 包 帯 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
裏 当 て シ ー ト は 実 質 的 に 液 体 不 浸 透 性 で あ る 。 す な わ ち 、 裏 当 て シ ー ト に は 、 実 質 的 に 連
続 し て い て 、 液 体 の 水 又 は 創 傷 流 体 の 通 過 を 可 能 に す る 肉 眼 で 見 え る ほ ど の 孔 （ マ ク ロ 孔
） 又 は ス リ ッ ト は 無 い 。 す な わ ち 、 裏 当 て シ ー ト は 好 ま し く は 、 水 蒸 気 に 対 し て 透 過 性 で
あ る が 、 液 体 の 水 又 は 創 傷 滲 出 液 に 対 し て は 浸 透 性 を 示 さ な い 。 好 ま し く は 、 裏 当 て シ ー
ト は 、 微 生 物 不 侵 入 性 で も あ る 。 適 当 な 連 続 適 合 可 能 な 裏 当 て シ ー ト は 好 ま し く は 、 １ ０
０ ％ 乃 至 １ ０ ％ の 相 対 湿 度 差 に お い て ３ ７ ． ５ ℃ で は 、 単 独 で ３ ０ ０ 乃 至 ５ ， ０ ０ ０ ｇ ／
ｍ ２  ／ ２ ４ 時 間 、 好 ま し く は ５ ０ ０ 乃 至 ２ ， ０ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２  ／ ２ ４ 時 間 の 透 湿 度 （ Ｍ Ｖ
Ｔ Ｒ ） を 示 す 。 裏 当 て シ ー ト の 厚 さ は 好 ま し く は 、 １ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル 乃 至 １ ０ ０ マ イ
ク ロ メ ー ト ル （ μ ｍ ） 、 よ り 好 ま し く は 、 １ ０ ０ マ イ ク ロ メ ー ト ル 乃 至 ５ ０ ０ マ イ ク ロ メ
ー ト ル で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
裏 当 て シ ー ト を 形 成 す る の に 適 し た ポ リ マ ー と し て は 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ ア ル コ キ シ ア
ル キ ル ア ク リ レ ー ト 及 び 例 え ば 英 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ２ ８ ０ ６ ３ １ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て
い る よ う な メ タ ク リ レ ー ト が 挙 げ ら れ る 。 好 ま し く は 、 裏 当 て シ ー ト は 、 大 部 分 が 独 立 気
泡 で あ る 高 密 度 ブ ロ ッ ク ト ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム の 連 続 層 か ら 成 る 。 適 当 な 裏 当 て シ ー ト
材 料 は 、 “ Ｅ Ｓ Ｔ Ａ Ｎ Ｅ  ５ ７ １ ４ Ｆ ” と い う 登 録 商 標 名 で 入 手 で き る ポ リ ウ レ タ ン フ ィ
ル ム で あ る 。 好 ま し く は 、 裏 当 て シ ー ト は 実 質 的 に 非 弾 性 で あ る 。 好 ま し く は 、 裏 当 て シ
ー ト は 、 ５ ０ ％ 歪 に お い て ９ ０ ％ 未 満 、 好 ま し く は ７ ５ ％ 未 満 、 よ り 好 ま し く は ５ ０ ％ 未
満 の 弾 性 回 復 率 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
裏 当 て シ ー ト は 、 任 意 形 状 の も の 、 例 え ば 円 形 、 長 円 形 又 は 矩 形 の も の で あ っ て よ い 。 好
ま し く は 、 裏 当 て シ ー ト は 、 少 な く と も １ つ の 対 称 線 を 持 つ よ う 形 作 ら れ 、 好 ま し く は 、
島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー ト の 対 称 線 に 沿 っ て ず れ る 。 よ り 好 ま し く は 、 裏 当 て シ ー ト は 実 質
的 に 矩 形 で あ る （ 正 方 形 を 含 む ） 。 好 ま し く は 、 裏 当 て シ ー ト は 、 実 質 的 に 矩 形 で あ っ て
、 ５ ｃ ｍ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ 、 よ り 好 ま し く は 、 １ ０ ｃ ｍ 乃 至 ２ ０ ｃ ｍ ×
１ ０ ｃ ｍ 乃 至 ２ ０ ｃ ｍ の 寸 法 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
接 着 剤 層 は 、 水 蒸 気 透 過 性 で あ る と と も に （ 或 い は ） 水 蒸 気 を 通 過 さ せ る こ と が で き る よ
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う パ タ ー ン 付 け さ れ た も の で あ る こ と が 必 要 で あ る 。 接 着 剤 層 は 好 ま し く は 、 島 状 部 タ イ
プ の 創 傷 用 包 帯 に 従 来 用 い ら れ て い る 形 式 の 連 続 水 蒸 気 透 過 性 感 圧 接 着 剤 層 で あ り 、 そ の
一 例 と し て 、 例 え ば 英 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ２ ８ ０ ６ ３ １ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う な
ア ク リ レ ー ト エ ス テ ル コ ポ リ マ ー 、 ポ リ ビ ニ ル エ チ ル エ ー テ ル 及 び ポ リ ウ レ タ ン を 主 成 分
と す る 感 圧 接 着 剤 が 挙 げ ら れ る 。 接 着 剤 層 の 基 本 重 量 は 好 ま し く は 、 ２ ０ ｇ ／ ｍ ２  乃 至
２ ５ ０ ｇ ／ ｍ ２  、 よ り 好 ま し く は ５ ０ ｇ ／ ｍ ２  乃 至 １ ５ ０ ｇ ／ ｍ ２  で あ る 。 ポ リ ウ レ
タ ン を 主 成 分 と す る 感 圧 接 着 剤 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
接 着 剤 層 は 、 従 来 型 島 状 包 帯 の 場 合 の よ う に 接 着 島 状 部 の 周 り で 裏 当 て シ ー ト 上 に 接 着 剤
塗 布 縁 部 を 形 成 す る よ う 吸 収 島 状 部 か ら 外 方 に 延 び て い る 。 好 ま し く は 、 吸 収 島 状 部 そ れ
自 体 の 創 傷 に 向 い た 表 面 に は 、 実 質 的 に 裏 当 て シ ー ト 上 に 存 在 す る 接 着 剤 が 実 質 的 に 無 く
、 よ り 好 ま し く は 、 接 着 剤 が 実 質 的 に 全 く な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
吸 収 島 状 部 は 、 創 傷 治 癒 技 術 分 野 に お い て 創 傷 流 体 、 血 清 又 は 血 液 を 吸 収 す る た め に 従 来
用 い ら れ て い る 層 の う ち の 任 意 の も の で あ っ て よ く 、 か か る 層 と し て は 、 ガ ー ゼ 、 不 織 布
、 超 吸 収 剤 、 ヒ ド ロ ゲ ル 及 び こ れ ら の 混 合 物 が あ げ ら れ る 。 好 ま し く は 、 吸 収 島 状 部 は 、
吸 収 フ ォ ー ム の 層 、 例 え ば 、 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ ５ ４ １ ３ ９ １ 号 明 細 書 に 従 っ て 調 製 さ
れ た 連 続 気 泡 状 親 水 性 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム か ら 成 る 。 な お 、 か か る 欧 州 特 許 出 願 公 開 明
細 書 の 記 載 内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る も の と し て こ こ に 引 用 す る 。 他 の 実 施 形
態 で は 、 吸 収 島 状 部 は 、 不 織 繊 維 質 ウ ェ ブ 、 例 え ば 、 ビ ス コ ー ス ス テ ー プ ル フ ァ イ バ か ら
成 る カ ー デ ィ ン グ さ れ た ウ ェ ブ か ら 成 っ て い て も よ い 。 吸 収 島 状 部 の 基 本 重 量 は 、 ５ ０ ｇ
／ ｍ ２  乃 至 ５ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２  、 例 え ば 、 １ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２  乃 至 ４ ０ ０ ｇ ／ ｍ ２  で あ る の が
よ い 。 吸 収 島 状 部 は 、 ２ 以 上 の 層 か ら 成 る の が よ い 。 た と え ば 、 吸 収 島 状 部 は 、 非 粘 着 性
液 体 浸 透 性 の 創 傷 接 触 ト ッ プ シ ー ト に 積 層 さ れ た 吸 収 層 か ら 成 る の が よ い 。 非 圧 縮 状 態 の
吸 収 島 状 部 の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 乃 至 １ ０ ｍ ｍ 、 例 え ば 、 １ ｍ ｍ 乃 至 ４ ｍ ｍ で あ る の が よ
い 。 好 ま し く は 、 非 圧 縮 状 態 の 島 状 部 の 厚 さ は 、 ３ ｍ ｍ 未 満 で あ る 。 生 理 食 塩 水 に 関 し て
測 定 さ れ た 島 状 部 の 自 由 （ 非 圧 縮 ） 液 体 吸 収 性 は 、 ２ ５ ℃ で ５ ｇ ／ ｇ 乃 至 ３ ０ ｇ ／ ｇ で あ
る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
吸 収 島 状 部 は 、 少 な く と も １ つ の 寸 法 が 、 ４ ｃ ｍ 以 上 、 好 ま し く は 、 ５ ｃ ｍ 乃 至 １ ０ ｃ ｍ
で あ る こ と が 好 ま し い 。 上 記 と 同 様 、 島 状 部 の 形 状 は 、 任 意 の 形 状 、 例 え ば 、 円 形 、 長 円
形 又 は 矩 形 で あ っ て よ く 、 裏 当 て シ ー ト の 形 状 と 同 一 で あ っ て も よ く 、 こ れ と は 異 な っ て
い て も よ い 。 吸 収 島 状 部 の 面 積 は 代 表 的 に は 、 １ ｃ ｍ ２  乃 至 ２ ０ ０ ｃ ｍ ２  で あ り 、 よ り
好 ま し く は 、 ４ ｃ ｍ ２  乃 至 １ ０ ０ ｃ ｍ ２  で あ る 。 或 る 特 定 の 実 施 形 態 、 例 え ば 、 仙 骨 用
包 帯 で は 、 吸 収 層 の 面 積 は 好 ま し く は 、 １ ６ ｃ ｍ ２  以 上 、 よ り 好 ま し く は 、 ２ ０ ｃ ｍ ２  

以 上 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 来 型 島 状 部 タ イ プ の 包 帯 は 、 裏 当 て シ ー ト 上 に 心 出 し さ れ た 島 状 部 を 有 し て い る 。 す な
わ ち 、 島 状 部 の 重 心 は 、 裏 当 て シ ー ト の 重 心 の と こ ろ に 又 は こ れ に 非 常 に 近 接 し て 位 置 し
て い る 。 こ れ と は 対 照 的 に 、 本 発 明 の 包 帯 で は 、 島 状 部 の 重 心 が 裏 当 て シ ー ト の 重 心 か ら
ず れ て い る 。 本 発 明 の 島 状 部 が ず れ て い る こ と に よ り 、 包 帯 は 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 少 な く と
も １ つ の 平 均 よ り も 幅 の 広 い 領 域 を 備 え る 。 こ の 領 域 を 形 作 る に は 、 例 え ば 、 こ の 領 域 の
一 部 を 切 断 し 、 或 い は 打 ち 抜 き 又 は 引 き 裂 い て 包 帯 が こ れ が 当 て ら れ る 身 体 の 部 位 に 正 確
に 適 合 す る よ う に か か る 部 分 を 形 作 る よ う に す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
好 ま し く は 、 島 状 部 の 重 心 は 、 裏 当 て シ ー ト の 重 心 か ら １ ｃ ｍ 乃 至 ８ ｃ ｍ 、 よ り 好 ま し く
は 、 ２ ｃ ｍ 乃 至 ６ ｃ ｍ だ け ず れ て い る 。 好 ま し く は 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 平 均 幅 は 、 １ ｃ ｍ
乃 至 ５ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 包 帯 は 、 身 体 の 包 帯 す る の が 困 難 な 部 位 、 例 え ば 、 仙 骨 、 肘 関 節 、 膝 関 節 又 は 股
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関 節 に 特 に 有 用 で あ る 。 好 ま し く は 、 包 帯 は 、 仙 骨 創 傷 用 包 帯 で あ る 。 か か る 包 帯 は 一 般
に 、 １ ０ ０ ｃ ｍ ２  乃 至 ６ ０ ０ ｃ ｍ ２  、 好 ま し く は 、 １ ５ ０ ｃ ｍ ２  乃 至 ４ ０ ０ ｃ ｍ ２  と
い う 一 般 的 に 言 っ て 比 較 的 面 積 の 広 い 包 帯 で あ り 、 種 々 の 患 者 の 互 い に 異 な る 部 位 に 適 合
す る よ う な 形 状 の も の で な け れ ば な ら な い 。 好 ま し く は 、 仙 骨 用 包 帯 は 上 述 し た よ う に 実
質 的 に 矩 形 （ 正 方 形 を 含 む ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 述 の よ う に 、 本 発 明 の 包 帯 の 一 特 徴 は 、 広 幅 の 縁 部 領 域 を 切 断 し て 包 帯 の 形 状 を 身 体 の
部 位 に 適 合 さ せ る こ と が で き る と い う こ と に あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 包 帯 の 裏 当 て シ
ー ト の 少 な く と も １ つ の 縁 部 は 、 か か る 切 断 の 結 果 と し て 非 直 線 状 の 場 合 が あ る 。 さ ら に
、 潜 在 的 な 切 抜 き 領 域 が 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 に 設 け ら れ る 場 合 が あ る 。 た と え ば
、 変 形 例 と し て の １ 以 上 の 切 抜 き 線 を イ ン キ で 又 は 型 押 し す る こ と に よ り 裏 当 て シ ー ト 上
に （ 又 は 、 以 下 に 説 明 す る よ う に カ バ ー シ ー ト 上 に ） 印 付 け し た も の で あ っ て も よ い 。 変
形 例 と し て 、 又 は 追 加 例 と し て 、 切 抜 き 線 は 、 ミ シ ン 目 を 備 え て も よ く 、 或 い は 、 切 抜 き
線 を 打 ち 抜 い て 切 抜 き 領 域 を ユ ー ザ が 引 き 裂 き 又 は 引 き 抜 く こ と が で き る よ う に し て も よ
い 。 或 る 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 切 抜 き 線 は 、 裏 当 て シ ー ト の 幅 の 広 い 縁 部 に 設 け ら れ た 切
込 み 、 例 え ば 、 Ｖ 字 形 切 込 み 又 は Ｕ 字 形 切 込 み を 定 め る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
包 帯 の 確 実 な 粘 着 性 を 確 保 す る た め に 切 抜 き 後 、 最 小 限 度 の 接 着 剤 塗 布 縁 部 が 島 状 部 の 周
り に 残 る こ と が 望 ま し い 。 し た が っ て 、 好 ま し く は 、 接 着 剤 縁 部 の 最 小 幅 が 、 例 え ば イ ン
キ 着 け 又 は 型 押 し に よ り 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 中 に 指 示 さ れ る 。 好 ま し く は 、 最 小 接
着 剤 縁 部 幅 は 、 １ ｃ ｍ 乃 至 ６ ｃ ｍ 、 好 ま し く は 、 １ ． ５ ｃ ｍ 乃 至 ４ ｃ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
好 ま し く は 、 本 発 明 の 接 着 包 帯 は 、 島 状 部 及 び 接 着 剤 塗 布 縁 部 を 被 覆 す る 少 な く と も １ つ
の 剥 離 剤 塗 布 カ バ ー シ ー ト を 更 に 有 し て い る 。 よ り 好 ま し く は 、 包 帯 は 、 好 ま し く は 実 質
的 に 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ １ １ ７ ６ ３ ２ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 包 帯 の 互 い に
反 対 側 の 縁 部 を 被 覆 す る ２ つ の 縁 部 カ バ ー シ ー ト 及 び 縁 部 カ バ ー シ ー ト 相 互 間 に 延 び る 中
央 カ バ ー シ ー ト を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
好 ま し く は 、 本 発 明 の 接 着 包 帯 は 、 医 用 に 適 し て い る 。 好 ま し く は 、 こ の 接 着 剤 は 、 無 菌
で あ り 、 好 ま し く は 、 微 生 物 不 侵 入 性 容 器 内 に 包 装 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 は 又 、 創 傷 用 包 帯 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ４ の う ち い ず れ か 一
に 記 載 の 創 傷 用 包 帯 を 準 備 し 、 次 に 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 か ら 一 部 を 除 去 し て 患 者
の 部 位 に 対 す る 包 帯 の 適 合 性 を 向 上 さ せ る 工 程 と を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 を 提
供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
好 ま し く は 、 包 帯 は 、 実 質 的 に 矩 形 の 仙 骨 用 包 帯 で あ り 、 島 状 部 は 、 矩 形 の 短 い ほ う の 軸
線 に 沿 っ て 位 置 が ず れ て お り 、 切 込 み が 、 短 い ほ う の 軸 線 の 付 近 で 広 幅 接 着 剤 塗 布 縁 部 か
ら 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ を 参 照 す る と 、 裏 当 て シ ー ト １ は 、 島 状 創 傷 用 包 帯 に 呼 吸 可 能 で あ る が 、 微 生 物 を 侵
入 さ せ な い 裏 当 て を 提 供 す る よ う 従 来 用 い ら れ て い る 種 類 の 微 孔 質 ポ リ ウ レ タ ン ス ポ ン ジ
フ ィ ル ム か ら 作 ら れ て い る 。 裏 当 て シ ー ト １ は 、 丸 い コ ー ナ ー 部 を 備 え た 矩 形 で あ る 。 寸
法 は 、 約 １ ５ ０ ｍ ｍ × １ ５ ０ ｍ ｍ で あ り 、 こ れ に よ り 、 包 帯 は 、 人 の 仙 骨 部 位 の 保 護 に 適
し た も の に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ を 参 照 す る と 、 裏 当 て シ ー ト １ の 下 面 は 、 医 用 等 級 の 感 圧 接 着 剤 の 層 ２ で 被 覆 さ れ て
い る 。 吸 収 島 状 部 （ 又 は 、 島 状 吸 収 部 ） ３ が 、 不 織 布 吸 収 材 の 層 及 び こ の 吸 収 層 を 被 覆 し
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た 状 態 で 吸 収 層 の 縁 部 を 僅 か に 越 え て 延 び る 多 孔 質 ト ッ プ シ ー ト で 形 成 さ れ て い る 。 多 孔
質 ト ッ プ シ ー ト は そ れ 自 体 、 ポ リ ウ レ タ ン フ ォ ー ム 又 は 他 の 吸 収 材 か ら 成 る 一 次 創 傷 接 触
層 で あ る の が よ い 。 島 状 部 ３ の 両 方 の 層 は 、 感 圧 接 着 剤 に よ っ て 裏 当 て シ ー ト に く っ つ け
ら れ て い る 。 島 状 部 の 周 り の 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 平 均 幅 は 、 約 ２ ０ ｍ ｍ 乃 至 ５ ０ ｍ ｍ で あ る
が 、 島 状 部 ３ は 、 こ の 軸 線 上 で 、 幅 が 約 ３ ０ ｍ ｍ の 通 常 の 縁 部 ４ 及 び 通 常 の 縁 部 ４ と 反 対
側 に 位 置 す る 幅 が 約 ５ ０ ｍ ｍ の 広 幅 縁 部 ５ が 存 在 す る よ う に 裏 当 て シ ー ト の 矩 形 の 短 い ほ
う の 縁 部 に 沿 っ て ず れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
島 状 部 及 び 接 着 剤 塗 布 縁 部 は 、 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ０ １ １ ７ ６ ３ ２ 号 明 細 書 に 開 示 さ れ て
い る よ う な 配 列 状 態 の ３ つ の 剥 離 剤 塗 布 カ バ ー シ ー ト ６ ， ７ ， ８ に よ っ て 被 覆 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
線 ９ が 裏 当 て シ ー ト １ に 型 押 し さ れ 、 又 は イ ン キ 着 け さ れ て 広 幅 縁 部 を 有 す る 裏 当 て シ ー
ト の 領 域 を 指 示 す る と 共 に 裏 当 て シ ー ト を 切 断 す る こ と に よ り 島 状 部 の 周 り に 最 小 幅 の 縁
部 を 形 成 す る 上 で の 限 度 を 示 す よ う に な っ て い る 。 サ イ ズ の 異 な る 一 連 の 切 込 み １ ０ も 又
、 裏 当 て シ ー ト 上 に 印 付 け さ れ て い て 、 患 者 の 仙 骨 部 位 と の 適 合 性 を も た ら す よ う 裏 当 て
シ ー ト を 切 除 で き る 場 所 を 指 示 す る よ う に な っ て い る 。 変 形 例 と し て 、 又 は 追 加 例 と し て
、 こ れ ら 印 付 け を 剥 離 シ ー ト ６ ， ７ ， ８ 上 に 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
使 用 に あ た り 、 介 護 者 は 、 は さ み 又 は ナ イ フ を 用 い て 包 帯 の 広 幅 縁 部 ５ を 切 断 し て 包 帯 を
所 与 の 患 者 に 対 す る 最 適 の 仙 骨 当 て 具 合 が 得 ら れ る よ う に 形 作 る 。 変 形 例 と し て 、 介 護 者
は 、 包 帯 の あ ら か じ め 定 め ら れ た 領 域 を 引 き 裂 き 、 又 は 打 ち 抜 い て も よ い 。 介 護 者 は 次 に
、 中 央 剥 離 紙 ７ を 剥 が し 、 そ し て 、 縁 部 剥 離 紙 ６ ， ８ が 依 然 と し て く っ つ い た 状 態 の 側 縁
部 に よ っ て 包 帯 を 掴 ん だ 状 態 で 、 包 帯 を 患 者 の 仙 骨 に 当 て る 。 次 に 、 看 護 者 は 、 縁 部 剥 離
紙 ６ ， ８ を 剥 が し 、 包 帯 の 縁 部 を 伸 ば し て 患 者 の 皮 膚 に 当 て る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 包 帯 及 び 方 法 は 、 身 体 の 治 療 が 困 難 な 部 位 、 例 え ば 仙 骨 へ の 適 合 性 を 向 上 さ せ る
。 こ れ に よ り 、 包 帯 の 装 用 時 間 が 大 幅 に 短 く な る 。 ま た 、 本 発 明 に よ り 、 包 帯 の 着 用 感 が
向 上 す る と 共 に 漏 れ が 減 少 し 、 更 に 包 帯 を 互 い に 異 な る 患 者 に 合 わ せ て 誂 え る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 述 の 実 施 形 態 は 、 例 示 と し て 説 明 さ れ て い る に 過 ぎ な い 。 当 業 者 で あ れ ば 、 特 許 請 求 の
範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 に つ い て 他 の 多 く の 形 態 を 想 到 で き よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 包 帯 の 平 面 図 で あ り 、 そ の 下 に 位 置 す る 島 状 部 が 想 像 線 で 示 さ れ て い る 状 態 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
図 １ の 包 帯 の 下 か ら 見 た 斜 視 図 で あ り 、 中 央 カ バ ー シ ー ト 部 分 が そ の 下 の 詳 細 を 示 す よ う
持 ち 上 げ ら れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 14年 8月 7日 (2002.8.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
接 着 包 帯 で あ っ て 、 裏 当 て シ ー ト と 、 裏 当 て シ ー ト 上 に 塗 布 さ れ た 感 圧 接 着 剤 の 層 と 、 こ
の 接 着 剤 層 と 同 一 の 側 で 裏 当 て シ ー ト に く っ つ け ら れ た 吸 収 島 状 部 と を 有 し 、 該 島 状 部 は
、 裏 当 て シ ー ト の 接 着 剤 塗 布 縁 部 が 島 状 部 の 周 り に 延 び る よ う に 裏 当 て シ ー ト よ り も 面 積
が 小 さ く 、 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー ト の 中 心 か ら ず れ て お り 、 除 去 さ れ る 可 能 性 の あ る 領 域
が 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 中 に 指 示 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ２ 】
島 状 部 は 、 １ ｃ ｍ 乃 至 ８ ｃ ｍ だ け ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ３ 】
接 着 剤 塗 布 縁 部 の 平 均 幅 は 、 １ ｃ ｍ 乃 至 ６ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求
項 ２ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ４ 】
裏 当 て シ ー ト は 、 実 質 的 に 矩 形 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項 ３
記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ５ 】
裏 当 て シ ー ト の 寸 法 は 、 ５ ｃ ｍ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ × ５ ｃ ｍ 乃 至 ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ６ 】
裏 当 て シ ー ト の 寸 法 は 、 １ ０ ｃ ｍ 乃 至 ２ ０ ｃ ｍ × １ ０ ｃ ｍ 乃 至 ２ ０ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ７ 】
包 帯 は 、 仙 骨 創 傷 用 包 帯 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の う ち い ず れ か 一
に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ８ 】
裏 当 て シ ー ト の 少 な く と も １ つ の 縁 部 は 、 非 直 線 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
請 求 項 ７ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 ９ 】
裏 当 て シ ー ト は 、 少 な く と も １ つ の 対 称 線 を 備 え る よ う 形 作 ら れ 、 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー
ト の 対 称 線 に 沿 っ て ず れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ８ の う ち い ず れ か 一
に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ０ 】
接 着 剤 縁 部 の 最 小 幅 が 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 中 に 指 示 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ９ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ １ 】
島 状 部 及 び 接 着 剤 塗 布 縁 部 を 被 覆 す る 少 な く と も １ つ の 剥 離 剤 塗 布 カ バ ー シ ー ト を 更 に 有
し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ０ の う ち い ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ２ 】
包 帯 の 互 い に 反 対 側 の 縁 部 を 被 覆 す る ２ つ の 縁 部 カ バ ー シ ー ト 及 び 縁 部 カ バ ー シ ー ト 相 互
間 に 延 び る 中 央 カ バ ー シ ー ト を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 接 着 包
帯 。
【 請 求 項 １ ３ 】
包 帯 は 、 無 菌 で あ っ て 包 装 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 １ ２ の う ち い
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ず れ か 一 に 記 載 の 接 着 包 帯 。
【 請 求 項 １ ４ 】
創 傷 用 包 帯 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 裏 当 て シ ー ト と 、 裏 当 て シ ー ト 上 に 塗 布 さ れ た 感 圧 接 着
剤 の 層 と 、 こ の 接 着 剤 層 と 同 一 の 側 で 裏 当 て シ ー ト に く っ つ け ら れ た 吸 収 島 状 部 と を 有 し
、 該 島 状 部 は 、 裏 当 て シ ー ト の 接 着 剤 塗 布 縁 部 が 島 状 部 の 周 り に 延 び る よ う に 裏 当 て シ ー
ト よ り も 面 積 が 小 さ く 、 島 状 部 は 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 を 提 供 す る よ う 裏 当 て シ ー
ト の 中 心 か ら ず れ て い る 接 着 包 帯 を 準 備 し 、 次 に 、 接 着 剤 塗 布 縁 部 の 広 幅 部 分 か ら 一 部 を
除 去 し て 患 者 の 部 位 に 対 す る 包 帯 の 適 合 性 を 向 上 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
包 帯 は 、 実 質 的 に 矩 形 の 仙 骨 用 包 帯 で あ り 、 島 状 部 は 、 矩 形 の 短 い ほ う の 軸 線 に 沿 っ て 位
置 が ず れ て お り 、 切 込 み が 、 短 い ほ う の 軸 線 の 付 近 で 広 幅 接 着 剤 塗 布 縁 部 か ら 除 去 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 方 法 。
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【 国 際 調 査 報 告 】
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